








要約:1 保健所内の 3 歳児聴覚検診受診児の調査と当センターが把握している難聴児を対

象に、愛知県内 3歳児聴覚検診システムの効力、問題点さらに難聴児の早期発見の有効性

について検討した。平成 5年度 A保健所 3歳児聴覚検診受診児 1,468 名中 1名の難聴児が

検出された。同年度同地域の3歳児健診対象児の就学後の聴覚検診からは見逃し例は確認

されなかったが、 O 聾学校に 2 名の高度難聴児の就学が確認された。この 2 名とも検診

は未受診であり、A保健所管内の難聴有病率は1/500 と推測できた。 1 次検診の特異度は

78.7%と多少取り込みが多いが、この聴覚検診を受診した難聴児 39 名中 38 名 96.2%が 1

次検診でチェックされており、取りこぼしは非常に少なかった。見逃されてきた難聴児は

58.8%が保健所にて、23.5%が精査医療機関にて不適切な対応を受けていた。この聴覚検診

で発見され、言語発達に問題を有していた難聴児の 7割が就学時に catch up できていた。

以上より、この検診導入の意義とこのシステムの有効性とが確認されたが、フローチャー

ト徹底のため各段階への教育の必要性が示唆された。


